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TOPICS2

金
属
労
協
女
性
参
画
の
取
り
組
み
報
告

電
機
連
合
の
男
女
共
同
参
画

社
会
実
現
の
歩
み

　

電
機
連
合
の
冨
高
裕
子
中
央
執
行
委
員
か

ら
は
、
電
機
労
連
（
現
電
機
連
合
）
発
足
以
来

の
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。
概
要
は
以
下
の
と

お
り
。

　

◎
電
機
連
合
で
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
、
育
児
休
業
法
、
介
護
休
業
法
な
ど
の
法

改
正
に
先
駆
け
、
働
き
続
け
る
た
め
の
環
境

整
備
や
機
会
均
等
の
推
進
、
さ
ら
に
は
男
女

間
格
差
の
積
極
的
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た

経
過
と
、「
女
性
政
策
」
か
ら
「
男
女
平
等
政

策
」、
さ
ら
に
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
」

へ
と
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

　

◎
電
機
連
合
の
産
別
本
部
に
初
め
て
女
性

役
員
が
誕
生
し
た
1
9
8
0
年
以
来
、
女
性

役
員
が
い
な
い
時
は
な
く
、
2
0
0
1
年
以

降
は
女
性
役
員
を
複
数
配
置
し
て
い
る
。「
女

性
＝
女
性
担
当
」
と
せ
ず
、
担
当
域
を
拡
大

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
専
門
委
員
会
で
は
、

男
性
だ
け
の
委
員
会
に
も
必
ず
女
性
が
参
加

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

◎
電
機
連
合
全
体
で
は
、
女
性
組
合
員
比

率
17
～
18
％
に
対
し
て
、
ま
だ
女
性
組
合
員

比
率
に
見
合
っ
た
女
性
役
員
の
配
置
は
達
成

で
き
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
冨
高
常
任
幹
事
は
「
女
性
役
員
は

急
に
増
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ふ
さ
わ
し
い

人
を
育
成
し
て
選
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
６
月
６
日
、
福
島
県
い
わ
き

市
で
開
催
し
た
金
属
労
協
合
同
専
門
委
員
会

の
終
了
後
、「
労
働
組
合
に
お
け
る
女
性
参
画

の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
合
同
研
究
会
を

開
い
た
。
こ
れ
に
は
、
西
原
議
長
を
は
じ
め

各
種
専
門
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
５
産
別

ト
ッ
プ
お
よ
び
各
種
専
門
委
員
会
委
員
、
女

質疑応答

性
連
絡
会
委
員
ら
48
名
が
参
加
し
た
。

国
際
労
働
運
動
で
の

女
性
参
画
の
取
り
組
み

　

冒
頭
、
若
松
英
幸
金
属
労
協
事
務
局
長
か

ら
、「
国
際
労
働
運
動
で
は
、
男
女
共
同
参
画

は
あ
た
り
ま
え
、
マ
ス
ト
で
あ
る
。」
と
述
べ

た
上
で
、
①
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）が
女

性
参
加
率
を
20
％
と
し
て
き
た
こ
と
、
②
新

Ｇ
Ｕ
Ｆ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
女
性
比
率

30
％
と
し
て
い
る
こ
と
、③
金
属
労
協
の
「
女

性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」
で
は
女
性

組
合
員
比
率
に
応
じ
た
女
性
参
画
を
目
標
と

し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
主
催
の
会
議
に
は
２
割

で
対
応
し
て
き
た
こ
と
等
、
男
女
共
同
参
画

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
６
月
に

結
成
さ
れ
る
新
Ｇ
Ｕ
Ｆ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
４
年
後
の
大
会
で
は
、
代
議
員
の
う
ち

３
割
を
女
性
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
各
産
別
の
協
力
を
要
請
し

た
。

報告する冨高常任幹事

合同研究会

金
属
労
協
政
策
企
画
局
主
任 

諏
訪 

美
千
代

①
合
同
研
究
会
「
労
働
組
合
に
お
け
る
女
性
参
画
の
取
り
組
み
」

2
0
1
2
年
６
月
６
日
、
金
属
労
協
合
同
専
門
委
員
会
で
開
催
、
三
役
ら
48
名
参
加
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合同研究会でまとめのコメン
トをする西原議長

ら
れ
、
達
成
で
き
な
け
れ
ば
企
業
を
解
散
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
初
は
女
性
の
学
者

等
を
社
外
取
締
役
と
し
て
き
た
が
、
現
在
は

経
営
者
団
体
が
育
成
機
関
を
設
置
し
て
い
る
」

と
北
欧
の
先
進
事
例
を
紹
介
し
た
後
、「
労
働

運
動
に
よ
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
が
当
た
り

女
性
執
行
委
員
の
中
に
は
、
経
験
が
少
な
い

中
で
登
用
さ
れ
る
人
も
い
る
が
、
経
験
不
足

の
部
分
は
、
周
り
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
ふ
さ
わ

し
い
人
に
育
て
る
こ
と
も
選
出
し
た
組
織
の

役
割
で
あ
り
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

金
属
労
協
議
長
ま
と
め

　

合
同
研
究
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
西
原
浩

一
郎
議
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
国
際
社
会
の
中

で
、
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
取
締

役
の
４
割
を
女
性
と
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

前
の
社
会
、
当
た
り
前
の
状
況
を
ど
う
作
る

か
。
金
属
産
業
は
男
社
会
で
あ
る
が
、
男
女

が
共
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実

現
す
る
働
き
方
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
先
頭

に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
難
し
さ
は
承
知
し
て

い
る
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
結
果
を
出
す
べ

き
活
動
分
野
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、

こ
の
６
月
に
結
成
さ
れ
る
新
Ｇ
Ｕ
Ｆ
新
Ｇ
Ｕ

Ｆ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
け
る
会
議

参
加
比
率
に
つ
い
て
言
及
し
、「
４
年
後
の
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
大
会
で
は
、
代
議
員

の
３
割
を
女
性
と
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ

②
２
０
１
２
年
度
金
属
労
協
女
性
交
流
集
会
を
開
催

　

先
進
事
例
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
活
発
に
論
議

2
0
1
2
年
４
月
21
日
、
都
内
・
電
機
連
合
会
館
で
60
名
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
参
加

徴
点
は
、
組
合
活
動
に
焦
点
が
当
た
り
、
組

合
活
動
を
自
分
達
が
変
え
て
い
こ
う
と
い
う

機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
だ
。
自
分
達
の

意
識
を
前
向
き
に
す
れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
に
参
加
し
た
私
た
ち
自
身
が
ロ

ー
ル
・
モ
デ
ル
に
な
ろ
う
と
い
う
意
見
を
心

強
く
感
じ
た
」「
金
属
労
協
の
政
策
に
も
、
こ

れ
ま
で
の
女
性
交
流
集
会
の
意
見
が
活
か
さ

れ
、
女
性
に
か
か
わ
る
政
策
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
引
き
続
き
発
信
し
て
ほ
し
い
。

今
日
の
場
を
皆
さ
ん
の
活
動
に
も
活
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
等
と
述
べ
た
。

　

金
属
労
協
は
、２
０
１
２
年
４
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
、
都
内
港

区
に
あ
る
電
機
連
合
会
館
会
議
室
で
、
２
０

１
２
年
度
Ｉ
Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
女
性
交
流
集
会
を

「
金
属
産
業
で
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

　

３
回
目
と
な
る
同
女
性
交
流
集
会
に
は
加

盟
産
別
・
単
組
か
ら
約
60
名
の
女
性
リ
ー
ダ

ー
が
参
加
、「
職
場
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」、「
組
合
活
動
へ
の
女
性
参
画
」
の
３

つ
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
討
論
方
式

で
紹
介
を
受
け
た
後
、
11
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
事
例
報
告
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に

活
発
に
議
論
し
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
を
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
報
告
で
披
瀝
し
合
っ
た
。

　

グ
ル
ー
ワ
ー
ク
に
も
一
緒
に
参
加
し
た
西

原
金
属
労
協
議
長
が
コ
メ
ン
ト
に
立
ち
、「
皆

で
活
動
の
前
進
を
図
り
た
い
。
皆
さ
ん
の
本
日

の
女
性
交
流
集
会
で
の
意
見
、
思
い
を
断
ち
切

ら
せ
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
西
野
ゆ
か
り
金
属
労
協
常
任
幹
事

（
基
幹
労
連
中
央
執
行
委
員
）が
全
体
総
括
を

行
い
、「
今
回
の
女
性
交
流
集
会
の
大
き
な
特

グループワーク

て
、
そ
の
基
盤
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｃ
で
知
見
を
交
換
し
な
が
ら
、
組
合
活
動

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
前
進
さ
せ
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
生
産
性
本
部
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
会
議
の
代
表
幹
事
を
務

め
て
い
る
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
大
賞
の
受
賞
は
、
金
属
産
業
は
少
な
い
。

Ｊ
Ｃ
が
目
指
す
長
期
安
定
雇
用
、
良
質
な
雇

用
の
実
現
に
は
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
が

不
可
欠
で
あ
る
。
Ｊ
Ｃ
全
体
の
課
題
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
を

結
ん
だ
。　

→
詳
細
報
告
は
、
金
属
労
協
政
策
レ
ポ
ー
ト

「
２
０
１
２
年
度
女
性
交
流
集
会
」
特
集
号

（
２
０
１
２
年
８
月
末
発
行
）を
参
照
下
さ
い
。


